
平成20年度

建築学科 歴史と文化IIB

学年 第5学年 担当教員名 山内　一美

単位数・期間 1単位 後期 週当りの開講回数 1回 選択 学修単位３

授業の目標と概要

近世以降のイギリスとヨーロッパの歴史を、様々な視野から考察することによって、歴��
史的思考力を養い、自他の文化理解をすすめる。

釧路高専目標 A:100% JABEE目標 a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

教科書・ノートを準備��
世界史の通史にあらかじめ目を通しておくこと。

到達目標

歴史的な見方・考え方を、現代社会や文化を考察するうえでの思考のツールとして生か��
せるようになること。

成績評価方法

定期試験(80%)、課題レポート(20％)

テキスト・参考書

教科書：「ヒストリカル・ガイド　イギリス」今井宏（山川出版社）��
　　　　　 「図説イギリスの歴史」指昭博（河出書房新社）��

メッセージ

歴史は暗記すべき事実の羅列ではなく、過去との対話による、あくなき人間理解への希��
求の旅です。常に「現在完了進行形」であることを実感してください。

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

前期中間試験

前期期末試験

１・近世のイギリス（３回）��
２・近世の世界（２回）��
３・世界の植民地化（３回）

次第に国家体制を整え、力をつけていく近世イギリスとヨーロッパの様態を理解す
る。

後期中間試験 実施しない

４・近代の幕開け（２回）��
５・産業革命（２回）��
６・大英帝国と世界（３回）

近代ヨーロッパが世界を構造化していく過程と、世界の最先進国となったイギリス
が世界帝国として絶頂期を迎える様態を理解する。

後期期末試験
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